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こ
れ
だ
け
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が

進
ん
で
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
２

０
２
２
年
は
感
染
者
数
・
死
者
数

と
も
に
過
去
最
高
を
記
録
し
、
未

だ
流
行
の
収
束
が
全
く
見
通
せ
な

い
状
況
に
、
不
安
と
い
ら
だ
ち
を

隠
せ
な
い
人
々
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
世
界
各
地
で
紛
争
は
あ

る
の
だ
ろ
う
け
れ
ど
「
自
分
に
関

係
の
な
い
ど
こ
か
遠
い
世
界
で
の

話
」
、
と
い
う
認
識
を
大
き
く
変

え
さ
せ
ら
れ
た
の
が
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
で
し
た
。

日
本
が
直
接
戦
争
に
巻
き
込
ま

れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
輸
入
に

頼
っ
て
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
価
格

が
上
昇
し
結
果
的
に
電
力
が
大
幅

な
値
上
げ
に
な
り
、
物
価
も
上
昇
、

平
和
で
安
定
し
た
我

々
の
暮
ら
し
が
脅
か

さ
れ
て
い
ま
す
。

感
染
対
策
に
加
え

て
節
電
に
も
、
よ
り

一
層
の
努
力
を
払
い

な
が
ら
の
病
院
運
営
は
、
決
し
て

楽
な
道
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
で
も
、
こ
う
し
て
働
け
る
場
所
、

自
分
の
持
っ
て
い
る
力
を
発
揮
し

て
世
の
中
に
貢
献
で
き
る
場
所
が

あ
る
と
い
う
こ
と
が
幸
せ
な
の
だ

と
よ
り
強
く
実
感
す
る
よ
う
に
も

な
り
ま
し
た
。

「
努
力
は
必
ず
報
わ
れ
る
」
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
努
力
し
て
も
報

わ
れ
な
い
こ
と
は
世
の
中

沢
山
あ
り
ま
す
。

し
か
し
「
努
力
を

せ
ず
し
て
報
わ
れ
る

こ
と
は
決
し
て
な

い
」
と
思
い
ま
す
。

い
い
結
果
を
出
す
た
め
に
は
努
力

す
る
し
か
な
い
。

引
き
続
き
努
力
を
惜
し
ま
ず
目

の
前
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
ゆ
き

ま
し
ょ
う
。

本
年
も
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

院
長

三
上
敦
大

令
和
５
年
、
西
暦
２
０
２
３
年
に
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
の

が
２
０
２
０
年
で
し
た
か
ら
、
今
年
で
丸
３
年
が
経
過
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。



売店(パノラマ撮影)

景色は最高!! オホーツク海に流れこむ網走川…

遠くには斜里岳・海別岳そして知床連山が…

そして、美しい朝日が一日の始まりを教えてくれます。

広いホールでは、食事をしたり作業療法をしたり、

景色を楽しむことができます。

自販機・電子レンジ・洗濯機・図書コーナーなどを備えています。

患者様の状態に合った環境を提供させ

ていただいています。



開催日・時間：月～金:半日または１日の参加が可能です。 １日参加の場合は給食があります。

スタッフ：看護師・精神保健福祉士・作業療法士(不定期で医師・心理士・薬剤師・栄養士)

費 用：保険適用で医療費は３割負担、自立支援医療制度が適用されれば１割負担となります。

生活保護の方は費用負担はありません。

申し込み方法：参加ご希望の方は主治医までご相談ください。 見学はいつでも可能です。

月 火 水 木 金

うつ病のための
午

陶芸 絵画 ストレッチ体操 健康運動 メタ認知
前

トレーニング

メタ認知トレーニング
午 認知機能 全体 グループワーク

茶道(第3週) 七宝
後 トレーニング ミーティング ・トレーニング

食と健康の講座

対
象
の
方

●
日
中
活
動
で
き
る
場
が
ほ
し
い

●
生
活
リ
ズ
ム
を
つ
け
た
い

●
体
力
を
つ
け
た
い

●
ス
ト
レ
ス
解
消
の
余
暇
を
見
つ
け
た
い

●
悩
み
や
不
安
を
話
し
た
い

●
手
先
を
使
い
た
い

●
作
業
の
耐
久
力
を
つ
け
た
い

●
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
会
を
増
や
し
た
い

●
時
間
の
感
覚
を
取
り
戻
し
た
い

●
注
意
力
・
集
中
力
・
記
憶
力
を
上
げ
た
い

●
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
摂
り
た
い

…
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
、
ニ
ー
ズ
に
対
応
出
来
る
よ

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム

日
々
の
出
来
事
に
つ
い
て
悶
々
と
考

え
込
む
と
い
う
こ
と
は
、
日
常
の
人
付
き

合
い
に
よ
っ
て
度
々
生
じ
、い
つ
も
同
じ
よ

う
に
落
ち
込
む
と
い
う
こ
と
が
起
こ
り
が

ち
で
す
。そ
の
背
景
に
は
誰
も
が
持
っ
て
い

る『
考
え
方
の
癖
』が
あ
り
ま
す
。

こ
の
癖
の
影
響
で
状

況
の
把
握
を
誤
り
悶
々

と
考
え
込
ん
で
し
ま
う
こ
と

が
続
い
て
し
ま
い
ま
す
。

時
に
は
病
気
に
至
る

こ
と
や
病
状
を
長
引
か

せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

デ
イ
ケ
ア
で
は
そ
の
よ
う
な
ス
ト
レ
ス

に
対
処
出
来
る
よ
う
、
自
分
の
考
え
方

を
外
か
ら
見
る
こ
と
で
柔
軟
な
考
え
方

を
知
り
、
対
処
方
法
を
グ
ル
ー
プ
で
考

え
る
メ
タ
認
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、

●
注
意
力
・
集
中
力
・
記
憶
力
・
判
断
力

な
ど
の
向
上
を
図
る
認
知
機
能
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
や
自
他
の
存
在
を
認
め
、人
間
関

係
の
あ
り
方
や
主
体
的
な
生
き
方
を
考

え
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

●
同
じ
境
遇
の
方
た
ち
と
一
緒
に
病
気

に
つ
い
て
学
び
、対
処
方
法
を
話
し
合
い
、

そ
れ
ら
を
身
に
つ
け
る
こ

と
で
症
状
の
軽
減
を
め

ざ
す
専
門
プ
ロ
グ
ラ
ム

●
手
工
芸
な
ど
創
作
活

動
や
身
体
を
動
か
す
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
、集
中
力
お
よ
び
体
力

の
向
上
、
余
暇
活
動
の
獲
得
、
対
人
交

流
の
機
会
の
増
加
を
図
り
、
仕
事
と
生

活
の
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
意
欲
の
改
善
に
役

立
て
ま
す
。

効

果

●
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善
・
体
力
作
り

精
神
科
デ
イ
ケ
ア
で
決
ま
っ
た
時
間
に

通
所
す
る
た
め
、
生
活
リ
ズ
ム
が
整
い
や

す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
系
な

ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
で
活

動
量
が
増
え
、体
力
作
り
に
も
つ
な
が
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

●
対
人
ス
キ
ル
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上

グ
ル
ー
プ
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
仲
間
と
の
交

流
、
困
っ
た
時
は
ス
タ
ッ
フ
へ
相
談
す
る
こ
と

に
よ
っ
て､

少
し
ず
つ
集
団
や
人
に
慣
れ
、コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
つ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

●
居
場
所
・
相
談
で
き
る
場
が
増
え
る

同
じ
よ
う
な
症
状
で
悩
ん

で
い
る
仲
間
と
つ
な
が
っ
た

り
共
感
す
る
こ
と
で
安
心

が
で
き
た
り
、病
気
な
ど
で
不
安

が
あ
っ
た
と
き
に
ス
タ
ッ
フ
へ
相
談
で
き
た
り

す
る
こ
と
で
、居
場
所
が
で
き
や
す
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

少
し
ず
つ
人
と
の
交
流
に
慣
れ
、
自
分
に

出
来
る
こ
と
が
増
え
る
こ
と
で
、
自
分
に
自

信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
、
社
会
参
加
へ
の

意
欲
向
上
が
高
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

●
症
状
の
再
発
防
止

日
本
精
神
神
経
科
診
療
所
協
会
が
実
施

し
た
調
査
デ
ー
タ

(

「
精
神
科
診
療
所
に

お
け
る
地
域
生
活
実
態
に
関
す
る
全
国
調

査
に
つ
い
て｣)

に
よ
る
と
、「
精
神
科
デ
イ
ケ

ア
利
用
前
の
入
院
率
」と「
精
神
科
デ
イ
ケ

ア
利
用
後
の
入
院
率
」
を
比
較
す
る
と
、後

者
の
入
院
率
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
仲
間
と
の
交
流
や
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
通
じ
て
、病
気
へ
の

理
解
・
付
き
合
い
方
を
知
り
、

自
己
管
理
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
症
状
の
再
発
防
止

に
つ
な
が
り
や
す
く
、

再
入
院
防
止
の
効
果
が

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。



個人的 には漢方薬の匂いは

好きですが、独特な味、匂い、

舌触りが苦手な方は一定数いら

っしゃるのは事実です。

基本的には水また

は白湯(さゆ)で服用

します。

・顆粒のザラザラ感が気になる

場合、先に、水または白湯(さ

ゆ)を、口に含んだあとに飲む

と、口に残りにくくなり、味

や匂いが緩和されます。

・歯などに詰まって残ってしま

うという場合には、薬をお湯

に溶かして煎じ茶のようにし

たり麦茶に溶かして服用する

方法もあります。

・オブラートを使用するときは

オブラートが口の中に張り付

かないように、先に水に浸し

ましょう。

・ジュースやヨーグ

ルトに混ぜたりチョコレートで

甘みを加えることもできます。

ヨーグルトに含まれる酸味や

乳脂肪分には、味を感じさせな

くする効果が期待できます。

ジュースや乳製品は薬のはた

らきに影響を与えることがあり、

一般的に薬と一緒に飲むことを

避けたほうが良いとされていま

すが、薬を飲むことを優先する

場合は構いません。

薬剤師 中島

、感染対策に向けたリ

ーフレットを作成し、利用者の

方に配布しています。

過去には熱中症になる方もい

たため、一昨年の夏は熱中症予

防のリーフ

レットを配

布し説明し

ました。

訪問時に体調確認や予防方法

の説明を一緒に行ったことで、

昨年は熱中症を予防することが

できました。

昨年12月には、新型コロナウ

イルス感染症とインフルエンザ

ウイルス感染症、ノロウイルス

感染症の2種類のリーフレットを

作成しました。

新型コロナウイルス感染症の

症状についてはテレビ放送で浸

透しているため、 感染予防法を

重視した内容で作成しました。

基本的手洗いとマスクの正し

い装着、咳エチケットについて

説明しています。

正しい手洗い方法について、

動作を交えて説明すると、一緒

に実践してくれる方もいました。

発熱時の受診行動については、

現在のルールに沿ってかかりつ

けの内科に

連絡するよ

う説明して

います。

ノロウイルス感染症について

は、症状・感染経路・感染力が

強いことなど説明し、普段調理

する人しない人、世帯状況など

に応じた手洗いのタイミング、

吐物の処理方法

などを

具体的に

説明して

います。

自宅にある消毒剤を使った処

理方法を伝えると、｢そうかわか

った」「それだったら家にある」

などの言葉が聞かれました。

リーフレットを壁に貼り活用

している利用者の方もいます。

新型コロナウイルス感染症の流

行はまだ続いています。 感染経

路を理解し、予防対策を行いま

しょう。

地域連携科

お正月気分がようやく抜け、 仕事のモードがだいぶん戻ってきた今日この頃。 生活に関わる価格の上昇

が続き、なかなか厳しい年の始まりでもあります。 先日、買い物帰りエゾリスに遭遇。こんな寒い中でも木を

渡り歩く姿をみて嬉しくなり、 気づくと少しずつですが日も長くなってきているではないですか。 ｢明けない夜は

ない｣、 私も引き続き目の前の仕事に取り組んでいこうと思います。 今年も、宜しくお願いいたします(N)。

例年


